
働き方改革について

貞広 斎子



2

要旨

2

働きやすさと働きがいの両立が、教員の働き方改革
○働きやすさ：教員の健康・安全・福利厚生、そして心にゆとりを持って安心して働ける組織・職場づくり

具体例：在校等時間を短くし、抑うつを抑制することにより、教員の幸福感を高めること

○働きがい：教員が仕事に熱意と誇りを持ち、達成感・充実感・成長感が得られる組織・職場づくり

具体例：職能開発により研究と修養を充実させ、高度専門職としてモチベーションを持っ
て働ける職場づくりにより、幸福を実感してもらうこと

教職が問題なのではなく、どこで働いているかが重要

「業務改善なき時短」は最悪手／ワークエンゲージメントも重要
○学びの専門職としての働き方改革の姿

○教育委員会と学校管理職の役割が重要

ポジティブなメッセージ：予防ではなく、促進に目を向ける
○予防：問題が発生する前に、それらを予防することに焦点を当てる方策。管理職の

抑うつ傾向↑

○促進：既存の強みや資源を活用し、プロセスの向上や成長に焦点を当てる方策。
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鍵概念

○教員ウェルビーイング：教員が自らの教職人生について抱く認知的および感情的な評価で
あり，仕事への熱意，職場・仕事への満足等が高く，ワーカホ
リック，バーンアウト，抑鬱等が抑制されている状態にあること。
主観的幸福感 (Fordyce, 1988)，ワーク・エンゲイジメント
(Schaufeli et al., 2002)，抑鬱傾向 (Kessler et al., 2003）
の3つの観点から捉える。

露口他（2025）

○ワークエンゲージメント：活力・熱意・没頭に特徴づけられる持続的な心理状況。特定の
対象や出来事、個人行動等に向けられる一時的状況ではなく、仕
事に向けられた持続的且つ全般的な感情と認知。働きがいの代理
指標。

島津（2014）

○同僚性：教員相互の発達を志向した協働的取組に価値を置く同僚間の関係性

 (諏訪1995)
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Tsuyuguchi, K. (2023). Analysis of the determinants of teacher well-being: 
Focusing on the causal effects of trust relationships. Teaching and Teacher 
Education,132,1-15. 



6

働きやすさ×働きがい
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出典：露口（2024）『教員のウェルビーイングを高める学校の働きやすさ・働きがい改革』教育開発研究所
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教職が問題× どこで働くかが問題○(小学校）

2022.11実施調査 A県小学校 n=186
出典：露口（2024）『教員のウェルビーイングを高める学校の働きやすさ・働きがい改革』教育開発研究所
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教職が問題× どこで働くかが問題○(小学校）

業務改善なき、時短？
困ってもお互いに相談できない、特に若手
教員には深刻

2022.11実施調査 A県小学校 n=186
出典：露口（2024）『教員のウェルビーイングを高める学校の働きやすさ・働きがい改革』教育開発研究所
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教職が問題× どこで働くかが問題○(中学校）

2022.11実施調査 A県小学校 n=186
出典：露口（2024）『教員のウェルビーイングを高める学校の働きやすさ・働きがい改革』教育開発研究所
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働きやすさ×働きがい
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参考：露口（2024）『教員のウェルビーイングを高める学校の働きやすさ・働きがい改革』教育開発研究所

矮小化された働きやすさ 働きがいにむけて

時間短縮重視 ワーク・エンゲージメント重視

上限を超えないことが最優先 家庭生活を含めたウェルビーイング重視

画一的 弾力的・ライフステージによる変容

管理職の一元管理 個々の裁量の許容・オーダーメイド

ルールのビルド＆ビルド 最小限のルール

労働者としての教師像 学びの専門職としての教師像

教員の意識改革をエンジンとする 管理職のマネジメントをエンジンとする

業務の量的削減 業務の質的改善

時間を度外視して頑張る教員に罰 時間を超えて頑張らざるを得ない教員にも報いる

個業的職場 信頼を基盤とした協働的職場

個人の幸せ 子どもや他者を含めた幸せ

今の自分を楽にする 未来の自分を幸せにする

仕事を減らす 仕事を面白くする

何よりも早く帰ることが重要 教職の使命が重要
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管理職頼むっ！／でも管理職も大変

○教員の困難には、学校間格差。主因は、教員の意識改革ではなく、管理職
のマネジメント

○困難は時間の長短だけで説明できない。
○困難は、リソース（ヒト・モノ・カネ・情報）を管理職のキャリアネット
ワークによって拡充したり、学校内外の信頼（協働活動と対話が基盤）を醸
成・拡充したりすることで縮減される

○副校長・教頭の困難も深刻。時短優先で、更に業務が集中。
○マジメント支援の外部人材の配置が効果的。マネジメントチームの編成や
リーダーシップの分散も（フラットな組織は作れないが、フラットなチーム
は作れる）。

○教育委員会の、脱管理型（ルールの強化と書類の増加→疲弊）、支援型
（校長との対話と困難の共有・支援）のリーダーシップ。

○促進型メッセージの発信
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管理職はサバイバー
○K 6値：過去 1 か月間の心理的ストレスを含む何らかの精神的な問
題を評価する 6 項目 5 件法の尺度で，うつ病や不安障害のスクリー
ニングとして広く用いられている 。

○得点範囲は 0点から24点で，高得点であるほど症状が強い．

＜2016年勤務実態調査の再分析＞

○得点の平均値は，小学校教諭では5.5±4.7点（7割），中学校教諭で
は5.7±4.9点であった．全体として勤務時間が増加するに従って K 6 
得点は上昇する。

○2016年の国民生活基礎調査は，気分障害・不安障害に相当する心理
的苦痛を感じている者（10点以上）の割合が11% であった．それに対
し，小学校教諭では19%，中学校教諭では20% の者が10点以上に該当し，
約 2倍の開きがあった．

○ただし、管理職のK６は、有意に低い。→自分は特別という前提に立
ち、ケア・リーダーシップが必要
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自治体の役割と責任：三分類の徹底とその先

• 業務の切り分けについての説明・意見調達の役割を、学校に任せにしない。保護者や地
域との信頼関係を毀損しかねないプロセスにおいて、学校や教師を矢面に立たせない。

• 三分類した上でも、業務量が現行の人工を超えているのであれば、適正なリソース配分
で支援するのは社会的・政治的責任
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脱：互いに言い訳をする無限ループ

出典：中央教育審議会初等中等教育分科会質の高い教師の確保特別部会（第5回）（令和5年10月20日）妹尾委員提出資料
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本日より更に：開かれた教育行政への転換

○従来：
教育委員会が、単独で抱え込み

○これから：
首長・保護者・地域住民等、外部主体との連携を基盤として、社会全体で
教育の質確保を進める「開かれた教育行政」

・県・市町村が、主体的に、教員の業務量の把握と健康福祉の確保措置を
適切に行う

・総合教育会議、学校運営協議会でのでの情報共有が足がかり

働き方改革はボトムアップではすすまない。
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